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報道関係者各位 

社会保障に関する意識調査2025 
日本労働組合総連合会（略称：連合、所在地：東京都千代田区、会長：芳野 友子）は、生活に対する意識や

社会保障に関する意識・実態を把握するために、「社会保障に関する意識調査2025」をインターネットリサーチ

により2025年2月28日～3月7日の8日間で実施、全国の15歳以上の働く男女（自営業・フリーランスを除く）

1,000名の有効サンプルを集計しました（調査協力機関：ネットエイジア株式会社）。 

【調査結果のポイント】 

≪生活に関する意識≫ 

◆ 40・50代男性で「現在の生活に不満」が「現在の生活に満足」を上回る（p.4） 

◆ 「将来について不安を感じる」は 6割半、40代と 60代以上女性では 7割を超える 

（p.5） 

◆ 理想とする社会のイメージはどちらか？ 

多数派は 

「緩やかな成長でも格差の小さい社会」、 

「税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社会」、 

「収入はほどほどでも、仕事と生活が両立できる社会」（p.8-p.11） 

≪医療・医療制度について≫ 

◆ 医療について気がかりなこと 

1位「患者自己負担や健康保険料の負担は今後どうなるのか」 

2位「現行の医療保険制度は維持されるのか」 

3位「高額な医療が増え、患者が望む医療を受けられるのか」（p.12） 

≪介護制度について≫ 

◆ これからの介護制度について必要だと思うこと 

1位「費用負担の軽減に向けた介護保険制度の見直し」 

10代女性と 40代女性では「仕事と家族の介護を両立できる介護サービスの拡充」、 

30代男性では「介護ロボットや ICTなど新技術の活用促進」が 1位に（p.15） 

≪子ども・子育て支援について≫ 

◆ 子ども・子育て支援について気がかりなこと 

1位「いじめや不登校などの問題が起きたときにどのような支援があるかわからない」 

（p.16） 

≪年金制度について≫ 

◆ これからの年金について必要だと思うこと 

1位「国民にわかりやすい制度設計と十分な情報提供」 

10代では「第 3号被保険者制度の見直しによる多様な働き方への対応」が 1位に 

（p.19） 
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◆生活に関する意識（p.4- p.11） 

・40・50代男性で「現在の生活に不満」が「現在の生活に満足」を上回る 

・「将来について不安を感じる」66.7%、60代以上女性では75.0% 

・自身を不安にさせているもの 1位「老後の生活」2位「預貯金など資産の状況」 

・理想とする社会のイメージはどちらか？ 

多数派は「格差はあっても力強く成長する社会」より「緩やかな成長でも格差の小さい社会」、 

「税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会」より 

「税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社会」、 

「収入は多いが、生活より仕事中心の社会」より「収入はほどほどでも、仕事と生活が両立できる社会」 

◆医療・医療制度について（p.12- p.13） 

・医療について気がかりなこと 1位「患者自己負担や健康保険料の負担は今後どうなるのか」 

2位「現行の医療保険制度は維持されるのか」3位「高額な医療が増え、患者が望む医療を受けられるのか」 

・これからの医療制度について必要なこと 1位「費用負担の軽減に向けた医療保険制度の見直し」 

10代と20代では「地域医療の確保に向けた医師偏在対策としての規制強化」が1位に 

◆介護制度について（p.14- p.15） 

・介護制度について気がかりなこと 1位「利用者自己負担や介護保険料の負担は今後どうなるのか」 

40代女性では「家族の介護と仕事を両立できるのか」が45.2% 

・これからの介護制度について必要だと思うこと 1位「費用負担の軽減に向けた介護保険制度の見直し」 

10代女性と40代女性では「仕事と家族の介護を両立できる介護サービスの拡充」、 

30代男性では「介護ロボットやICTなど新技術の活用促進」が1位に 

◆子ども・子育て支援について（p.16- p.17） 

・子ども・子育て支援について気がかりなこと 

1位「いじめや不登校などの問題が起きたときにどのような支援があるかわからない」 

子どもが1人いる人では「養育や教育にかかる費用への支援が少ない」、 

子どもが2人以上いる人では「子どもの立場に立った支援になっているか疑問がある」が1位に 

・これからの子ども・子育て支援について必要だと思うこと 1位「養育や教育のための経済的支援の強化」 

子どもが1人いる人では「子どもや保護者の様々な悩みに対応するワンストップの相談機関」が38.5% 

◆年金制度について（p.18- p.19） 

・年金について気がかりなこと 

1位「将来の老齢年金受給額の見通し」2位「年金制度の長期的な持続性や課題」 

・これからの年金について必要だと思うこと 1位「国民にわかりやすい制度設計と十分な情報提供」 

10代では「第3号被保険者制度の見直しによる多様な働き方への対応」が1位に 
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日本労働組合総連合会 

総合政策推進局長 

佐保 昌一 

 

今回の調査は、連合「社会保障構想」（第 3 次）の見直しにあたり、働く人たちが現在の社会保障に対してど

のように感じているのかを把握するために実施しました。  

 

調査では、理想とする社会のイメージとして、「税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した

社会」が、「税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会」を上回る結果となりました。しかしなが

ら、すべての年代で「将来に不安を感じる」という回答が半数を超えました。不安になる理由として、「老後の生

活」を回答する割合がとりわけ 30 代以上で目立つ結果となったことは、現在の社会保障では老後の生活に不

安を感じる状況にあると推察されます。 

 

また、社会保障の充実を求めている一方で、例えば「医療について気がかりなこと」として、「患者自己負担

や健康保険料の負担は今後どうなるのか」という回答が最多となり、「介護制度について気がかりなこと」にお

いても、「利用者自己負担や介護保険料の負担は今後どうなるのか」という回答が最多となるなど、人口減少・

超少子高齢化が急速に進行している状況下、これからの医療や介護に対する負担増への懸念も多いことがわ

かります。 

 

子ども・子育て支援については、「いじめや不登校などの問題が生じたときの支援がわからない」、「子どもの

ための支援になっているか疑問がある」の割合が高くなりました。育児に関する情報が行き届いていないことや、

「所得制限」や「第 3 子以上」など支援対象の制限によって対象外の子どもが生じることからこのような結果が

得られたと推察されます。子どもや保護者に対するプッシュ型の情報発信やアウトリーチ型の支援を強化する

とともに、すべての子どもに対し子どもの最善の利益となる施策を進めていく必要があります。 

 

連合は、社会保障制度について、社会の安心と安定の基盤であり、その活力の源泉でもあると考えていま

す。将来にわたり誰もが住み慣れた地域で安心してくらし続けられる社会を実現するためにも、社会保障の機

能を強化していくことが欠かせません。また、疾病や育児・介護などで働きづらい人や働きたくても働けない人

も一定数存在する現状に対し、仕事と治療の両立支援や子ども・子育て支援の充実、在宅ケアの充実などに

より、働きたいという希望を妨げる困難を取り除いていくことも必要です。そして、効率的で質の高い医療提供

体制の再構築などによる適正化を進めるとともに、社会保障の財源となる税・社会保険料負担についての透

明性と納得性を高め、持続可能な社会保障制度を確立していくことが重要です。 

 

今後は今回の調査結果も踏まえ、すべての働く仲間・生活者が、将来に希望を持って働き続けることができ、

地域で安心してくらしていくことができるよう、引き続き取り組みを進めていきます。 
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≪生活に関する意識≫ 

◆40・50代男性で「現在の生活に不満」が「現在の生活に満足」を上回る 

 

全国の 15歳以上の働く男女（自営業・フリーランスを除く）1,000名（全回答者）に、生活と社会保障について

質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、現在の生活に満足しているか聞いたところ、「満足」は 16.4%、「やや満足」は

43.3%で、合計した「満足（計）」は 59.7%、「不満」は 12.3%、「やや不満」は 28.0%で、合計した「不満（計）」は

40.3%となりました。 

男女・世代別にみると、ほとんどの層で「満足（計）」が「不満（計）」を上回りましたが、40代男性と 50代男性

では「不満（計）」（順に 50.5%、52.7%）が「満足（計）」（順に 49.5%、47.3%）を上回りました。 

雇用形態別にみると、非正規雇用の人では「不満（計）」が 44.8%と、正規雇用の人（38.0%）と比べて 6.8ポ

イント高くなりました。 
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男
女
・世
代
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男
女
別

雇用

形態別

満足
（計）

不満
（計）

59.7 40.3

60.0 40.0

59.4 40.6

66.7 33.3

67.7 32.3

58.1 41.9

53.8 46.2

58.1 41.9

59.8 40.2

63.9 36.1

63.4 36.6

66.7 33.3

49.5 50.5

47.3 52.7

68.5 31.5

62.0 38.0

55.2 44.8

調査結果 
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◆「将来について不安を感じる」66.7%、60代以上女性では 75.0% 

◆自身を不安にさせているもの 1位「老後の生活」2位「預貯金など資産の状況」 

 

全回答者（1,000名）に、将来についてどのくらい不安を感じるか聞いたところ、「非常に不安を感じる」は

27.6%、「やや不安を感じる」は39.1%で、合計した「不安を感じる（計）」は66.7%、「全く不安を感じない」は

4.9%、「あまり不安を感じない」は7.9%で、合計した「不安を感じない（計）」は12.8%となり、過半数の人が不

安を感じている結果となりました。 

男女別にみると、「不安を感じる（計）」の割合は女性では70.0%と、男性（63.4%）と比べて6.6ポイント高くな

りました。 

男女・世代別にみると、「不安を感じる（計）」の割合は、女性では40代（72.0%）と60代以上（75.0%）で7割を

超えました。男性では最も高くなったのは50代（66.7%）で、60代以上（65.2%）が続きました。 

雇用形態別にみると、「不安を感じる（計）」の割合は、非正規雇用の人では69.4%と、正規雇用の人

（65.4%）と比べて4.0ポイント高くなりました。 
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男
女
・世
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不安を
感じる
（計）

不安を
感じない

（計）

66.7 12.8

70.0 10.0

63.4 15.6

66.7 16.7

65.6 10.8

69.9 12.9

72.0 8.6

68.8 3.2

75.0 12.0

55.6 22.2

61.3 18.3
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64.5 10.8

66.7 12.9

65.2 16.3

65.4 13.8

69.4 10.9
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将来について不安を感じる人（667名）に、自身を不安にさせているものを聞いたところ、「老後の生活」

（57.3%）と「預貯金など資産の状況」（51.6%）が半数を超えました。現在の社会保障では将来の安心感を抱

けず、老後のお金に対して不安を感じている人が多いのかもしれません。次いで、「自身の健康状態」（42.1%）、

「家計のやりくり」（41.4%）、「年金受給額など年金制度」（40.3%）となりました。 

男女・世代別にみると、50代以上の女性では「老後の生活」（50代女性82.8%、60代以上女性87.0%）が8割

を超えました。30代男性では「預貯金など資産の状況」（67.2%）が最も高くなりました。また、男女ともに60代

以上で「自身の健康状態」（60代以上女性62.3%、60代以上男性66.7%）が全体と比べて20ポイント以上高く

なりました。 

 

 
  

57.3
51.6

42.1 41.4 40.3 40.0
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全体【n=667】

自身を不安にさせているもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：将来について不安を感じる人

※n=30未満の属性は参考値

ｎ数

老後の
生活

預貯金
など

資産の
状況

自身の
健康状態

家計の
やりくり

年金
受給額
など

年金制度

税金や
社会

保険料
などの
負担

家族の
健康状態

地震
などの

自然災害

仕事の
有無

日本の
政治

全体 667 57.3 51.6 42.1 41.4 40.3 40.0 29.5 29.4 24.6 24.1

10代女性 24 20.8 41.7 25.0 45.8 - 33.3 20.8 20.8 25.0 20.8

20代女性 61 34.4 39.3 24.6 39.3 27.9 32.8 18.0 16.4 26.2 18.0

30代女性 65 53.8 61.5 36.9 50.8 41.5 36.9 33.8 32.3 27.7 30.8

40代女性 67 73.1 47.8 46.3 41.8 52.2 41.8 37.3 32.8 32.8 22.4

50代女性 64 82.8 65.6 51.6 50.0 59.4 45.3 35.9 43.8 35.9 23.4

60代以上女性 69 87.0 52.2 62.3 37.7 56.5 46.4 42.0 39.1 21.7 13.0

10代男性 20 30.0 20.0 25.0 40.0 30.0 25.0 15.0 15.0 20.0 20.0

20代男性 57 17.5 38.6 24.6 38.6 19.3 40.4 10.5 19.3 15.8 29.8

30代男性 58 44.8 67.2 41.4 36.2 34.5 39.7 17.2 24.1 19.0 29.3

40代男性 60 63.3 45.0 26.7 33.3 26.7 41.7 25.0 23.3 26.7 26.7

50代男性 62 64.5 54.8 48.4 48.4 56.5 30.6 40.3 38.7 25.8 27.4

60代以上男性 60 65.0 56.7 66.7 35.0 41.7 51.7 38.3 28.3 13.3 25.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

男女・
世代
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雇用形態別にみると、非正規雇用の人では、「老後の生活」（63.4%）が全体と比べて5ポイント以上高くなり

ました。特に、40代以上の世代で老後の生活に不安を感じている傾向が顕著になっています。一方で、「年金

受給額など年金制度」に関する不安については、正規雇用と非正規雇用の間に差は見られませんでした。 
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ｎ数

老後の
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資産の
状況

自身の
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年金
受給額
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年金制度

税金や
社会

保険料
などの
負担

家族の
健康状態

地震
などの

自然災害

仕事の
有無

日本の
政治

全体 667 57.3 51.6 42.1 41.4 40.3 40.0 29.5 29.4 24.6 24.1

正規雇用 389 53.5 52.4 40.9 39.8 40.9 40.1 27.8 30.1 23.4 27.0

非正規雇用 254 63.4 50.8 44.5 43.7 39.8 40.2 31.5 28.0 27.2 20.1

10代:正規雇用 17 35.3 41.2 23.5 29.4 23.5 35.3 23.5 23.5 23.5 11.8

20代:正規雇用 85 27.1 43.5 28.2 35.3 28.2 40.0 15.3 20.0 20.0 29.4

30代:正規雇用 77 48.1 74.0 42.9 41.6 39.0 36.4 27.3 35.1 23.4 31.2

40代:正規雇用 85 60.0 44.7 32.9 30.6 34.1 43.5 28.2 28.2 27.1 27.1

50代:正規雇用 81 71.6 53.1 50.6 55.6 60.5 32.1 37.0 37.0 27.2 25.9

60代以上:正規雇用 44 75.0 50.0 65.9 38.6 52.3 56.8 36.4 34.1 15.9 22.7

10代:非正規雇用 26 19.2 26.9 26.9 50.0 7.7 23.1 15.4 15.4 23.1 26.9

20代:非正規雇用 30 26.7 30.0 16.7 50.0 10.0 30.0 13.3 10.0 26.7 10.0

30代:非正規雇用 39 56.4 48.7 33.3 48.7 41.0 38.5 25.6 17.9 25.6 28.2

40代:非正規雇用 38 86.8 52.6 47.4 55.3 55.3 42.1 39.5 28.9 36.8 21.1

50代:非正規雇用 43 79.1 72.1 48.8 37.2 51.2 48.8 37.2 51.2 37.2 25.6

60代以上:非正規雇用 78 75.6 55.1 62.8 34.6 47.4 44.9 39.7 30.8 19.2 14.1

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

雇用
形態

世代
・

雇用
形態

自身を不安にさせているもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：将来について不安を感じる人

※n=30未満の属性は参考値
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◆理想とする社会のイメージはどちらか？ 

多数派は「格差はあっても力強く成長する社会」より「緩やかな成長でも格差の小さい社会」、 

「税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会」より 

「税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社会」、 

「収入は多いが、生活より仕事中心の社会」より「収入はほどほどでも、仕事と生活が両立できる社会」 

 

働く人が理想とする社会のイメージについて質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、社会の成長について、【格差はあっても力強く成長する社会】と【緩やかな成長でも

格差の小さい社会】のどちらが理想とする社会のイメージに近いか聞いたところ、【緩やかな成長でも格差の小

さい社会】が 62.3%と多数でした。 

現在の生活満足度別にみると、現在の生活に不満を感じている人ほど【緩やかな成長でも格差の小さい社

会】（満足層 57.1%、不満層 70.0%）を求める傾向がより顕著となりました。 

男女・世代別にみると、30 代以下の男性では【格差はあっても力強く成長する社会】（10 代男性 52.8%、20

代男性 58.1%、30 代男性 50.5%）が多数派となりました。一方、60 代以上女性では【緩やかな成長でも格差

の小さい社会】の割合が 81.5%と 8割を超えました。 

 

 
  

6.0 

8.3 

3.2 

2.2 

2.2 

1.1 

2.2 

8.3 

16.1 

12.9 

6.5 

3.2 

8.7 

7.4 

4.0 

31.7

16.7

34.4

33.3

29.0

26.9

16.3

44.4

41.9

37.6

39.8

32.3

26.1

35.5

26.1

51.1

55.6

54.8

53.8

57.0

62.4

63.0

44.4

31.2

44.1

45.2

48.4

52.2

48.2

55.3

11.2

19.4

7.5

10.8

11.8

9.7

18.5

2.8

10.8

5.4

8.6

16.1

13.0

8.9

14.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

10代女性【n=36】

20代女性【n=93】

30代女性【n=93】

40代女性【n=93】

50代女性【n=93】

60代以上女性【n=92】

10代男性【n=36】

20代男性【n=93】

30代男性【n=93】

40代男性【n=93】

50代男性【n=93】

60代以上男性【n=92】

満足層【n=597】

不満層【n=403】

【P】 どちらかといえば【P】 どちらかといえば【Q】 【Q】

理想とする社会のイメージに近いのはどちらか ［単一回答形式］

男女

・

世代別

【P】=格差はあっても力強く成長する社会

【Q】=緩やかな成長でも格差の小さい社会

生活

満足度別

【P】
（計）

【Q】
（計）

37.7 62.3

25.0 75.0

37.6 62.4

35.5 64.5

31.2 68.8

28.0 72.0

18.5 81.5

52.8 47.2

58.1 41.9

50.5 49.5

46.2 53.8

35.5 64.5

34.8 65.2

42.9 57.1

30.0 70.0
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社会保障制度について、【税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会】と【税金や保険料など

の負担は大きいが、社会保障が充実した社会】のどちらが理想とする社会のイメージに近いか聞いたところ、

【税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会】が 47.4%、【税金や保険料などの負担は大きい

が、社会保障が充実した社会】が 52.6%と拮抗しました。 

現在の生活満足度別にみると、現在の生活に不満を感じている人ほど【税金や保険料などの負担は大きい

が、社会保障が充実した社会】（満足層 49.6%、不満層 57.1%）を選択する傾向がありました。 

男女別にみると、女性では【税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社会】（56.6%）、男

性では【税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会】（51.4%）が多数派となりました。 

世代別にみると、20 代と 30 代では【税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会】（20 代

52.7%、30代 55.4%）、10代と 40代以上では【税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社

会】（10代 65.3%、40代 57.0%、50代 52.7%、60代以上 56.5%）が多数でした。 

 

 
  

7.7 

6.0 

9.4 

9.7 

11.8 

10.8 

3.8 

4.3 

7.1 

9.9 

4.5 

39.7

37.4

42.0

25.0

40.9

44.6

39.2

43.0

36.4

40.5

38.5

45.4

49.6

41.2

47.2

40.9

39.2

50.0

47.3

48.9

43.2

48.6

7.2

7.0

7.4

18.1

6.5

5.4

7.0

5.4

7.6

6.4

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

女性【n=500】

男性【n=500】

10代【n=72】

20代【n=186】

30代【n=186】

40代【n=186】

50代【n=186】

60代以上【n=184】

満足層【n=597】

不満層【n=403】

【P】 どちらかといえば【P】 どちらかといえば【Q】 【Q】

理想とする社会のイメージに近いのはどちらか ［単一回答形式］

男
女
別

【P】=税金や保険料などの負担は小さいが、自己責任型の社会

【Q】=税金や保険料などの負担は大きいが、社会保障が充実した社会

生活

満足度別

【P】
（計）

【Q】
（計）

47.4 52.6

43.4 56.6

51.4 48.6

34.7 65.3

52.7 47.3

55.4 44.6

43.0 57.0

47.3 52.7

43.5 56.5

50.4 49.6

42.9 57.1

世
代
別
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地域のコミュニティの理想について、【住民同士のつながりが強い、地域で支えあう社会】と【住民同士のつ

ながりはあまりなく、自己独立型の社会】のどちらが理想とする社会のイメージに近いか聞いたところ、【住民同

士のつながりが強い、地域で支えあう社会】が 52.2%、【住民同士のつながりはあまりなく、自己独立型の社会】

が 47.8%と拮抗しました。 

現在の生活満足度別にみても、同様に拮抗しました。 

 

老後の生活について、【生涯現役で活躍できる社会】と【引退しても老後が安心な社会】のどちらが理想とす

る社会のイメージに近いか聞いたところ、【引退しても老後が安心な社会】が 67.3%と多数でした。 

男女別にみると、【生涯現役で活躍できる社会】の割合は男性では 37.2%と、女性（28.2%）と比べて 9.0 ポ

イント高くなりました。 

現在の生活満足度別にみると、現在の生活に不満を感じている人のほうが【引退しても老後が安心な社会】

（満足層 64.2%、不満層 72.0%）を選択する傾向がありました。 

 

 
  

7.0

5.8

8.2

7.9

5.7

4.5

2.8

6.2

5.0

3.7

45.2

46.4

44.0

45.2

45.2

28.2

25.4

31.0

30.8

24.3

40.7

41.2

40.2

39.9

41.9

48.4

51.2

45.6

48.4

48.4

7.1

6.6

7.6

7.0

7.2

18.9

20.6

17.2

15.7

23.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

女性【n=500】

男性【n=500】

満足層【n=597】

不満層【n=403】

全体【n=1000】

女性【n=500】

男性【n=500】

満足層【n=597】

不満層【n=403】

【P】 どちらかといえば【P】 どちらかといえば【Q】 【Q】

【P】=生涯現役で活躍できる社会

【Q】=引退しても老後が安心な社会

理想とする社会のイメージに近いのはどちらか ［各単一回答形式］

【P】=住民同士のつながりが強い、地域で支えあう社会

【Q】=住民同士のつながりはあまりなく、自己独立型の社会

男
女
別

【P】
（計）

【Q】
（計）

52.2 47.8

52.2 47.8

52.2 47.8

53.1 46.9

50.9 49.1

32.7 67.3

28.2 71.8

37.2 62.8

35.8 64.2

28.0 72.0

生活

満足度別

男
女
別

生活

満足度別
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仕事と生活のバランスについて、【収入は多いが、生活より仕事中心の社会】と【収入はほどほどでも、仕事

と生活が両立できる社会】のどちらが理想とする社会のイメージに近いか聞いたところ、【収入はほどほどでも、

仕事と生活が両立できる社会】が 74.6%で多数派となりました。 

現在の生活満足度別にみると、現在の生活に不満を感じている人のほうが【収入はほどほどでも、仕事と生

活が両立できる社会】（満足層 72.2%、不満層 78.2%）を選択する傾向がありました。 

男女別にみると、【収入はほどほどでも、仕事と生活が両立できる社会】の割合は女性では 79.6%と、男性

（69.6%）と比べて 10.0ポイント高くなりました。 

世代別にみると、【収入は多いが、生活より仕事中心の社会】の割合は若年層で高くなる傾向がみられ、30

代以下（10代 34.7%、20代 34.9%、30代 31.7%）では 3割以上となりました。家族が増えるなど、ライフステ

ージが変化していくにつれ、生活の優先度も変わりワーク・ライフ・バランスを保ちながら働ける社会を望むよう

です。 

 

 

  

3.2 

1.6 

4.8 

11.1 

4.8 

2.7 

2.7 

1.6 

1.1 

4.0 

2.0 

22.2

18.8

25.6

23.6

30.1

29.0

22.0

17.7

11.4

23.8

19.9

55.8

59.4

52.2

50.0

47.8

52.7

58.6

60.8

61.4

54.6

57.6

18.8

20.2

17.4

15.3

17.2

15.6

16.7

19.9

26.1

17.6

20.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

女性【n=500】

男性【n=500】

10代【n=72】

20代【n=186】

30代【n=186】

40代【n=186】

50代【n=186】

60代以上【n=184】

満足層【n=597】

不満層【n=403】

【P】 どちらかといえば【P】 どちらかといえば【Q】 【Q】

理想とする社会のイメージに近いのはどちらか ［単一回答形式］

男
女
別

【P】=収入は多いが、生活より仕事中心の社会

【Q】=収入はほどほどでも、仕事と生活が両立できる社会

生活

満足度別

世
代
別

【P】
（計）

【Q】
（計）

25.4 74.6

20.4 79.6

30.4 69.6

34.7 65.3

34.9 65.1

31.7 68.3

24.7 75.3

19.4 80.6

12.5 87.5

27.8 72.2

21.8 78.2
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≪医療・医療制度について≫ 

◆医療について気がかりなこと 1位「患者自己負担や健康保険料の負担は今後どうなるのか」 

2位「現行の医療保険制度は維持されるのか」3位「高額な医療が増え、患者が望む医療を受けられるのか」 

 

医療について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、医療について気がかりなことを聞いたところ、「患者自己負担や健康保険料の負担

は今後どうなるのか」（44.9%）が最も高くなりました。2022 年に後期高齢者の窓口負担割合の変更、2025 年

には国民健康保険年間保険料の上限引き上げといった制度変更が実施され、今後の制度がどうなるのか気

にかかる人が多いのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「現行の医療保険制度は今後も維持される

のか」（39.9%）、「高額な医療が増えて、自分（患者）が望む医療を受けられるのか」（37.5%）、「医療機関をど

う選べばいいのか、探せばいいのかわからない」（24.9%）、「近くに医療機関がなくなり、すぐに医療を受けら

れなくなってしまわないか」（19.1%）でした。 

世代別にみると、「患者自己負担や健康保険料の負担は今後どうなるのか」は世代が上がるほど高くなる傾

向がみられ、60代以上では 54.9%となりました。 

 

 
  

44.9
39.9 37.5

24.9
19.1

1.1

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

医療について気がかりなこと ［複数回答形式］

患者
自己負担や

健康保険料の
負担は今後
どうなるのか

現行の
医療保険
制度は

今後も維持
されるのか

高額な医療が
増えて、

自分（患者）が
望む医療を
受けられる

のか

医療機関を
どう選べば
いいのか、

探せば
いいのか

わからない

近くに
医療機関が
なくなり、

すぐに医療を
受けられなく

なって
しまわないか

その他

全体 1000 44.9 39.9 37.5 24.9 19.1 1.1

10代 72 27.8 30.6 30.6 31.9 22.2 4.2

20代 186 29.6 26.9 28.5 29.0 25.3 1.6

30代 186 43.5 34.9 39.2 23.7 23.1 0.5

40代 186 51.1 49.5 35.5 26.3 13.4 1.1

50代 186 52.2 47.3 40.9 23.1 18.8 -

60代以上 184 54.9 44.6 46.2 19.6 13.6 1.1

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　　　　（％）

世
代
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◆これからの医療制度について必要なこと 1位「費用負担の軽減に向けた医療保険制度の見直し」 

10代と20代では「地域医療の確保に向けた医師偏在対策としての規制強化」が1位に 

 

これからの医療制度について、どのようなことが必要だと思うか聞いたところ、「費用負担の軽減に向けた医

療保険制度の見直し」（47.2%）が最も高くなり、「患者が適切に医療機関を選択できるよう、わかりやすい情報

提供の拡充」（34.8%）、「地域医療の確保に向けた医師偏在（※）対策としての規制強化」（31.6%）、「かかりつ

け医やかかりつけ医療機関の役割発揮の推進」（28.0%）、「AI やオンライン診療など新技術の積極的な活用

促進」（21.7%）が続きました。 

世代別にみると、60 代以上では「費用負担の軽減に向けた医療保険制度の見直し」（62.0%）が全体と比べ

て 10ポイント以上高くなりました。また、10代と 20代では「地域医療の確保に向けた医師偏在対策としての規

制強化」（10代 37.5%、20代 36.6%）が 1位でした。 

 

※医師偏在：医師が適切に配置されていないため、地域によっては医師が不足している状況のこと 

 

 
  

47.2

34.8
31.6

28.0
21.7

0.8

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

これからの医療制度について、どのようなことが必要だと思うか ［複数回答形式］

費用負担の
軽減に向けた

医療保険
制度の見直し

患者が
適切に医療
機関を選択
できるよう、
わかりやすい
情報提供の

拡充

地域医療の
確保に向けた

医師偏在
対策としての

規制強化

かかりつけ
医や

かかりつけ
医療機関の
役割発揮の

推進

AIや
オンライン診療
など新技術の

積極的な
活用促進

その他

全体 1000 47.2 34.8 31.6 28.0 21.7 0.8

10代 72 34.7 31.9 37.5 27.8 16.7 2.8

20代 186 25.8 27.4 36.6 27.4 22.6 1.6

30代 186 43.5 33.9 31.2 21.5 26.9 -

40代 186 55.4 34.9 29.0 28.0 19.4 1.1

50代 186 54.3 37.6 30.6 29.0 21.0 -

60代以上 184 62.0 41.3 28.3 34.2 20.7 0.5

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　（％）

世
代
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≪介護制度について≫ 

◆介護制度について気がかりなこと 1位「利用者自己負担や介護保険料の負担は今後どうなるのか」 

40代女性では「家族の介護と仕事を両立できるのか」が45.2% 

 

介護制度について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、介護制度について気がかりなことを聞いたところ、「利用者自己負担や介護保険料

の負担は今後どうなるのか」（43.8%）が最も高くなり、「必要なときに介護施設に入ることはできるのか」

（41.0%）、「介護が必要になっても自宅に住み続けることはできるのか」「現行の介護保険制度の範囲は今後

も維持されるのか」（いずれも 32.9%）、「家族の介護と仕事を両立できるのか」（31.7%）が続きました。 

男女・世代別にみると、10 代女性と 40 代女性では「家族の介護と仕事を両立できるのか」（10 代女性

41.7%、40 代女性 45.2%）が全体と比べて 10 ポイント以上高くなりました。介護生活におけるワーク・ライフ・

バランスについて懸念している人が多いようです。また、50 代女性では「介護が必要になっても自宅に住み続

けることはできるのか」（47.3%）、60 代以上女性では「利用者自己負担や介護保険料の負担は今後どうなる

のか」（54.3%）、「必要なときに介護施設に入ることはできるのか」（51.1%）、「介護が必要になっても自宅に住

み続けることはできるのか」（45.7%）、50 代男性では「現行の介護保険制度の範囲は今後も維持されるのか」

（45.2%）がそれぞれ全体と比べて 10ポイント以上高くなりました。 

 

 
  

43.8 41.0

32.9 32.9 31.7

0.9

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

介護制度について気がかりなこと ［複数回答形式］

利用者
自己負担や

介護保険料の
負担は今後
どうなるのか

必要なときに
介護施設に
入ることは
できるのか

介護が
必要になっても

自宅に
住み続ける

ことは
できるのか

現行の
介護保険

制度の範囲は
今後も

維持されるのか

家族の介護と
仕事を

両立できるのか

その他

全体 1000 43.8 41.0 32.9 32.9 31.7 0.9

10代女性 36 33.3 33.3 22.2 22.2 41.7 -

20代女性 93 34.4 24.7 30.1 26.9 31.2 -

30代女性 93 51.6 41.9 28.0 24.7 35.5 -

40代女性 93 47.3 49.5 37.6 40.9 45.2 1.1

50代女性 93 50.5 50.5 47.3 25.8 32.3 -

60代以上女性 92 54.3 51.1 45.7 38.0 18.5 -

10代男性 36 33.3 27.8 25.0 33.3 19.4 8.3

20代男性 93 28.0 34.4 23.7 30.1 34.4 3.2

30代男性 93 34.4 30.1 24.7 25.8 32.3 -

40代男性 93 47.3 35.5 28.0 36.6 31.2 -

50代男性 93 47.3 50.5 34.4 45.2 32.3 -

60代以上男性 92 51.1 50.0 37.0 39.1 25.0 2.2
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　　 　 （％）
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◆これからの介護制度について必要だと思うこと 1位「費用負担の軽減に向けた介護保険制度の見直し」 

10代女性と40代女性では「仕事と家族の介護を両立できる介護サービスの拡充」、 

30代男性では「介護ロボットやICTなど新技術の活用促進」が1位に 

 

これからの介護制度について、どのようなことが必要だと思うか聞いたところ、「費用負担の軽減に向けた介

護保険制度の見直し」（41.1%）が最も高くなり、「仕事と家族の介護を両立できる介護サービスの拡充」

（33.6%）、「費用負担が増えても、すべての地域で介護を受けられる体制の確保」（30.5%）、「専門職による介

護の重点化と、地域住民等による支援の推進」（29.8%）、「介護ロボットや ICT など新技術の活用促進」

（27.8%）が続きました。 

男女・世代別にみると、10 代女性と 40 代女性では「仕事と家族の介護を両立できる介護サービスの拡充」

（10代女性 52.8%、40 代女性 44.1%）、20代男性では「費用負担が増えても、すべての地域で介護を受けら

れる体制の確保」（34.4%）、30代男性では「介護ロボットや ICTなど新技術の活用促進」（37.6%）が 1位でし

た。 

 

 
  

41.1

33.6
30.5 29.8 27.8

0.7
0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

これからの介護制度について、どのようなことが必要だと思うか ［複数回答形式］

費用負担の
軽減に向けた

介護保険
制度の見直し

仕事と
家族の介護を
両立できる

介護サービスの
拡充

費用負担が
増えても、

すべての地域で
介護を

受けられる
体制の確保

専門職による
介護の

重点化と、
地域住民等に
よる支援の

推進

介護ロボットや
ＩＣＴなど
新技術の
活用促進

その他

全体 1000 41.1 33.6 30.5 29.8 27.8 0.7

10代女性 36 30.6 52.8 22.2 22.2 25.0 -

20代女性 93 30.1 28.0 29.0 26.9 23.7 -

30代女性 93 41.9 30.1 31.2 30.1 25.8 -

40代女性 93 40.9 44.1 30.1 29.0 29.0 1.1

50代女性 93 51.6 44.1 29.0 32.3 29.0 -

60代以上女性 92 56.5 33.7 28.3 33.7 23.9 -

10代男性 36 44.4 13.9 22.2 30.6 19.4 5.6

20代男性 93 25.8 30.1 34.4 28.0 26.9 2.2

30代男性 93 36.6 29.0 28.0 28.0 37.6 1.1

40代男性 93 40.9 37.6 32.3 24.7 24.7 -

50代男性 93 41.9 33.3 36.6 35.5 28.0 -

60代以上男性 92 47.8 26.1 32.6 32.6 33.7 1.1
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　　 　 　（％）
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≪子ども・子育て支援について≫ 

◆子ども・子育て支援について気がかりなこと 

1位「いじめや不登校などの問題が起きたときにどのような支援があるかわからない」 

子どもが1人いる人では「養育や教育にかかる費用への支援が少ない」、 

子どもが2人以上いる人では「子どもの立場に立った支援になっているか疑問がある」が1位に 

 

子ども・子育て支援について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、子ども・子育て支援について気がかりなことを聞いたところ、「いじめや不登校など

の問題が起きたときにどのような支援があるかわからない」（37.1%）が最も高くなり、「子どもの立場に立った

支援になっているか疑問がある」（36.5%）、「養育や教育にかかる費用への支援が少ない」（35.0%）、「保育所

や放課後児童クラブなどの保育施設が足りない」（23.4%）、「妊娠中や産後に出産や育児の相談ができるとこ

ろがわからない」（19.8%）が続きました。 

世代別にみると、「妊娠中や産後に出産や育児の相談ができるところがわからない」は若年層ほど高くなる

傾向がみられました。 

また、子どもの人数別にみると、子どもが 1 人いる人では「養育や教育にかかる費用への支援が少ない」

（46.2%）、子どもが 2人以上いる人では「子どもの立場に立った支援になっているか疑問がある」（子ども 2人

42.4%、子ども 3人以上 50.0%）が 1位でした。 

 

 
  

37.1 36.5 35.0

23.4
19.8

2.8

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

子ども・子育て支援について気がかりなこと ［複数回答形式］

いじめや
不登校などの

問題が
起きたときに
どのような

支援があるか
わからない

子どもの
立場に立った

支援に
なっているか
疑問がある

養育や
教育にかかる

費用への
支援が少ない

保育所や
放課後児童
クラブなどの
保育施設が

足りない

妊娠中や
産後に

出産や育児の
相談ができる

ところが
わからない

その他

全体 1000 37.1 36.5 35.0 23.4 19.8 2.8

10代 72 36.1 36.1 38.9 27.8 30.6 2.8

20代 186 33.3 27.4 34.4 23.7 28.0 1.6

30代 186 35.5 33.9 31.2 28.5 26.9 1.6

40代 186 39.2 36.6 41.9 24.2 16.1 2.2

50代 186 37.6 34.9 32.3 21.0 12.9 4.8

60代以上 184 40.2 50.0 33.7 17.9 10.9 3.8

いない 566 37.1 32.9 30.7 22.6 23.7 4.1

1人いる 156 33.3 35.9 46.2 29.5 15.4 1.3

2人いる 210 39.0 42.4 38.1 21.0 14.8 1.0

3人以上いる 68 39.7 50.0 35.3 23.5 13.2 1.5
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　　 　  （％）
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◆これからの子ども・子育て支援について必要だと思うこと 1位「養育や教育のための経済的支援の強化」 

子どもが1人いる人では「子どもや保護者の様々な悩みに対応するワンストップの相談機関」が38.5% 

 

これからの子ども・子育て支援について、どのようなことが必要だと思うか聞いたところ、「養育や教育のため

の経済的支援の強化」（37.9%）が最も高くなりました。金銭面での子育て支援を充実させてほしいと思う人が

多いようです。次いで高くなったのは、「保育士などの子どもと関わる仕事に従事する人の処遇改善」（34.4%）、

「子どもの意見を聞き、子どもの権利が守られているか監視すること」（31.3%）、「子どもや保護者の様々な悩

みに対応するワンストップの相談機関」（29.8%）、「保育サービスの質の向上」（24.3%）でした。 

世代別にみると、10 代では「子どもの意見を聞き、子どもの権利が守られているか監視すること」（44.4%）、

30代では「保育士などの子どもと関わる仕事に従事する人の処遇改善」（38.2%）が 1位でした。 

子どもの人数別にみると、子どもが 1 人いる人では「子どもや保護者の様々な悩みに対応するワンストップ

の相談機関」（38.5%）、子どもが 3 人以上いる人では「養育や教育のための経済的支援の強化」（47.1%）と

「保育士などの子どもと関わる仕事に従事する人の処遇改善」（42.6%）が全体と比べて 5ポイント以上高くなり

ました。 

 

 
  

37.9
34.4

31.3 29.8
24.3

2.4

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

これからの子ども・子育て支援について、どのようなことが必要だと思うか ［複数回答形式］

養育や
教育のための
経済的支援の

強化

保育士などの
子どもと関わる

仕事に
従事する人の

処遇改善

子どもの
意見を聞き、

子どもの権利が
守られているか
監視すること

子どもや
保護者の

様々な悩みに
対応する

ワンストップの
相談機関

保育サービスの
質の向上

その他

全体 1000 37.9 34.4 31.3 29.8 24.3 2.4

10代 72 36.1 30.6 44.4 31.9 22.2 2.8

20代 186 35.5 30.6 28.5 22.6 22.6 1.6

30代 186 35.5 38.2 28.5 33.9 24.2 1.6

40代 186 41.4 31.2 33.9 31.2 19.4 2.7

50代 186 37.1 33.3 32.8 28.5 26.3 4.3

60代以上 184 40.8 40.2 27.7 32.1 29.9 1.6

いない 566 35.0 33.9 31.3 27.4 23.5 3.5

1人いる 156 39.1 34.6 32.7 38.5 23.7 0.6

2人いる 210 41.9 32.9 30.0 32.4 27.6 1.4

3人以上いる 68 47.1 42.6 32.4 22.1 22.1 -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　　 　  （％）

世代
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≪年金制度について≫ 

◆年金について気がかりなこと 

1位「将来の老齢年金受給額の見通し」2位「年金制度の長期的な持続性や課題」 

 

年金制度について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、年金について気がかりなことを聞いたところ、「将来の老齢年金受給額の見通し（将

来、自分が受け取ることができる年金の支給額）」（49.8%）と「年金制度の長期的な持続性や課題（これから先、

年金制度はなくならないのか）」（49.1%）が特に高くなりました。将来年金をいくらもらえるのか、年金制度が確

実に維持されるのかといったことが気になる人が多いのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「年金保

険料の見通し（年金保険料の負担額が今後上がるかどうか）」（43.7%）、「第 3号被保険者制度のあり方（第 3

号被保険者制度はこれからどうなっていくのか）」（28.4%）でした。 

世代別にみると、40 代では「年金保険料の見通し」（51.6%）と「第 3 号被保険者制度のあり方」（37.1%）、

50代と 60代以上では「将来の老齢年金受給額の見通し」（50代 57.5%、60代以上 57.6%）が全体と比べて

5ポイント以上高くなりました。 

 

 
  

49.8 49.1
43.7

28.4

0.7
0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

年金について気がかりなこと ［複数回答形式］

将来の
老齢年金
受給額の
見通し

（将来、自分が受け取ることが

できる年金の支給額）

年金制度の
長期的な

持続性や課題
（これから先、年金制度は

なくならないのか）

年金保険料の
見通し

（年金保険料の負担額が

今後上がるかどうか）

第3号被保険者
制度のあり方

（第3号被保険者制度は

これからどうなっていくのか）

その他

全体 1000 49.8 49.1 43.7 28.4 0.7

10代 72 47.2 41.7 33.3 20.8 2.8

20代 186 35.5 40.9 37.6 23.1 1.6

30代 186 52.7 51.1 41.4 29.0 -

40代 186 46.8 52.7 51.6 37.1 1.1

50代 186 57.5 50.0 47.8 29.6 -

60代以上 184 57.6 53.8 44.0 26.1 -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 　　　　　　　（％）
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◆これからの年金について必要だと思うこと 1位「国民にわかりやすい制度設計と十分な情報提供」 

10代では「第3号被保険者制度の見直しによる多様な働き方への対応」が1位に 

 

これからの年金について、どのようなことが必要だと思うか聞いたところ、「国民にわかりやすい制度設計と

十分な情報提供」（46.2%）が最も高くなりました。国民にとって理解しやすい制度の仕組みづくりと丁寧な説明

を求めている人が多いようです。次いで高くなったのは、「支給開始年齢や保険料の見直しによる持続可能性

の確保」（36.7%）、「公的年金以外の資産形成を支援する施策の強化」（31.8%）、「年金手続きの簡素化とオ

ンライン化の推進」（31.2%）、「第 3号被保険者制度の見直しによる多様な働き方への対応」（26.1%）でした。 

世代別にみると、「国民にわかりやすい制度設計と十分な情報提供」は世代が上がるほど高くなる傾向がみ

られました。また、10代では「第 3号被保険者制度の見直しによる多様な働き方への対応」（33.3%）が 1位で

した。 

 

 
  

46.2

36.7
31.8 31.2

26.1

0.7
0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

これからの年金について、どのようなことが必要だと思うか ［複数回答形式］

国民に
わかりやすい
制度設計と

十分な
情報提供

支給開始
年齢や

保険料の
見直しによる
持続可能性の

確保

公的年金
以外の

資産形成を
支援する

施策の強化

年金手続きの
簡素化と

オンライン化の
推進

第3号
被保険者
制度の

見直しによる
多様な働き方

への対応

その他

全体 1000 46.2 36.7 31.8 31.2 26.1 0.7

10代 72 30.6 31.9 26.4 26.4 33.3 1.4

20代 186 38.2 29.6 27.4 21.0 23.1 2.2

30代 186 42.5 33.3 30.6 34.9 28.5 0.5

40代 186 46.8 36.6 34.9 35.5 28.5 0.5

50代 186 54.3 43.5 35.5 30.6 26.3 -

60代以上 184 55.4 42.4 32.6 35.9 21.2 -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　 　（％）
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注：本調査レポートの百分率表示は小数点第 2位で四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合や、 

全ての内訳を合計しても 100%とならない場合があります。 

 

◆調査タイトル ：社会保障に関する意識調査 2025 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする15歳以上の働く男女 

（自営業・フリーランスを除く） 

◆調査期間 ：2025年2月28日～3月7日の8日間 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル（男女が均等になるように割付） 

 10代 20代 30代 40代 50代 
60代 

以上 
計 

男性 36 93 93 93 93 92 500 

女性 36 93 93 93 93 92 500 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 
 

総合政策推進局 生活福祉局  担当：千葉 

TEL ：03-5295-0523 

E メール ：jtuc-seikatsu@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：澤田 

TEL ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 芳野 友子 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

活動内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合（日本労働組合総連合会） 概要■■ 


